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村上岩船定住自立圏共生ビジョン審議会 議事録 

会議名 第１回 村上岩船定住自立圏共生ビジョン審議会 

年月日 令和元年９月18日(水) 15:25～17:05 

会 場 村上市役所 ５階第４会議室 

出席者 【委員】 

 関川村商工会女性部 

にいがた岩船農業協同組合 

 関川村温泉旅館組合青年部 

 村上市民生委員児童委員協議会連合会 

 新潟県村上地域振興局健康福祉部 

 村上地域グリーン・ツーリズム協議会 

 ＮＰＯ法人都岐沙羅パートナーズセンター 

 粟島浦村（粟島郵便局） 

 村上市消防団 

 いわふね森林組合 

 粟島浦村 

村上市図書館協議会 

  

【村上市】 

 企画財政課 

 企画財政課 企画政策室 

 企画財政課 企画政策室 

 企画財政課 企画政策室 

企画財政課 企画政策室 

企画財政課 企画政策室 

 

【関川村】 

 総務政策課 

総務政策課 観光・地域政策室 

 

【粟島浦村】 

 総合政策室 

 

 

副部長 

組合長 

部 長 

会 長 

部 長 

事務局 

理事長 

局 長 

団 長 

組合長 

 

会 長 

 

 

課 長 

課長補佐 

副参事 

係 長 

主 査 

主 査 

 

 

課 長 

室 長 

 

 

主 任 

 

伊藤真由美 

井上 敏雄 

河内  卓 

楠田  正 

佐々木綾子 

鈴木 信之 

忠  隆司 

戸田  貢 

中山卯一郎 

中山 金重 

林 久美子 

山口又一郎 

 

 

東海林 豊 

田中 和仁 

田村 政和 

林  奈美 

佐藤 光平 

酒井 智律 

 

 

野本  誠 

大島 祐治 

 

 

竹内 徹真 

 

[進行] 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

 

 

１．開会 

 〈あいさつ〉 

〈欠席委員の報告〉 

 〈資料の確認〉 

 

２．挨拶 

 〈村上市企画財政課長あいさつ〉 

 

３．委嘱状交付 

 〈委員へ委嘱状を交付〉 

 

４．役員選任 

正副会長の選任については、村上岩船定住自立圏共生ビジョン審議会条例第

５条１項の規定により選任することとなっております。選任について、どのよ
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忠会長・佐々木

副会長 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

山口委員 

 

 

 

事務局 

 

井上委員 

 

 

事務局 

 

 

 

井上委員 

 

うな選出方法が良いかお諮りします。 

ないようであれば、事務局より腹案を提示してよろしいでしょうか。 

 （賛成の声あり） 

 

事務局案として、第２期審議会会長の忠隆司委員及び副会長の佐々木綾子委

員に引き続きお願いしたいと考えておりますがいかがでしょうか。 

（賛成の声あり） 

 

〈就任のあいさつ〉 

 

 

 村上岩船定住自立圏共生ビジョン審議会条例第６条１項の規定により、会長

が議長となりますので、会長よろしくお願いいたします。 

 

 それでは、これより議事進行を務めさせていただきます。よろしくお願いい

たします。 

５．「報告（１）村上岩船定住自立圏推進体制について」説明いただいた後、

皆様から質問をいただきたいと思います。それでは事務局より説明お願いしま

す。 

 

５．報告（１）村上岩船定住自立圏推進体制について【資料１】説明 

 

ありがとうございました。今ほどの説明について、委員の皆様から何かご質

問、ご意見等はありますか。 

特になければ、６．議事に進みたいと思います。 

「６．議事（１）平成30年度取組実績及び令和元年度取組について」事務局よ

り説明をお願いします。 

 

６．議事（１）平成30年度取組実績及び令和元年度取組について【資料２】

説明 

 

ありがとうございました。今ほどの説明について、委員の皆様から何かご質

問、ご意見等はありませんか。 

 

図書館事業の移動図書館について、車両の老朽化により今後、運行が出来な

くなると聞いています。この圏域の高齢者からのニーズも高いことから車両は

高額ですが、計画的な予算の考慮をお願いしたいと考えています。 

 

担当課と内容などを検討したいと思います。 

 

職場の若い女性から、子供を出産して未満児保育をお願いしても受け入れが

抽選待ちになっていると聞いていますが現在の状況を教えてください。 

 

未満児保育については、年度当初であれば、入園予定者数を考慮した保育士

を配置することが可能ですが、年度途中の入園対応については、保育士の確保

などから希望する近くの保育園に入園することは難しい状況となっています。 

 

相当数、待機している状況なのですか。 
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事務局 

 

 

 

 

 

鈴木委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

鈴木委員 

 

 

事務局 

 

 

 

鈴木委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

副会長 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

井上委員 

 

 

 

副会長 

 

 

事務局 

山北地区などでは、定員に満たない状況となっているため、計算上の数字で

は、待機児童はゼロとなっています。しかし、上の子が入園しているところや

親の通勤経路に近い保育園を希望する方が多く、荒川地区や村上地区の人に山

北地区に入園してくださいとは言えないので、実質的には待機状態となってい

ます。 

 

定住自立圏事業に関する特別交付税は、事業ごとに振り分けているのです

か。 

 

資料が手元になく、おおよその状況ではありますが、共生ビジョン全体の事

業費が年間３億円程度となっており、総事業費に対して特別交付税が約8,000

万円交付される見込みです。しかし、個別の事業に明確に振り分けたりしてい

る訳ではありません。 

 

婚活事業について、今年度は予算を付けていないようですが、第２次の計画

では内容を変更して予算を付けて事業を行うのですか。 

 

平成28年度から平成30年度まで３年間事業を実施したことから今年度は、事

業検証を行うことにしています。来年度からは仕組みを変更し実施したいと思

っています。 

 

事業検証の結果はどうなっていますか。 

 

成果としては、３年で18組のカップルが成立。その後の成婚までは１組しか

結びついていない状況。また、イベント参加者へのアンケート調査を行っても

回答が少なく、イベント後の参加者の状況把握もなかなか困難です。しかし、

本事業には、若手職員の育成という要素もあり、その部分については大きな効

果があったと考えています。 

 

防災士養成事業について、女性防災士が増えたようだが、どのような年代な

のですか。 

 

年代までは確認していませんが、昨年度から10名増となっています。 

 

ほかにありませんでしょうか。 

ほかになければ、「議事（２）第２次共生ビジョンの策定（変更）方針につ

いて（案）」事務局より説明をお願いします。 

 

６．議事（２）第２次共生ビジョンの策定（変更）方針について（案）【資

料３】説明 

 

「第２章」定住自立圏の将来像３圏域の将来像の人口（圏域）について、村

上市が合併して10年で72,000人いた人口が60,000人を割る人口となったが、そ

のことを考慮すると現在の目標値と隔たりが出るのではないですか。 

 

社会は、私たちが全く想像できないような人口減少で、これからどんな社会

が来るのか全く想像できない状況にあります。 

 

定住自立圏共生ビジョンの策定については、地方創生の考え方から始まり、
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副会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

井上委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

林委員 

 

 

 

 

 

人口減少が進み各市町村では将来的に立ち行かなくなる。そうであれば、各市

町村でそれぞれ同じサービスを揃えるのではなく、圏域として、中心市町村が

行っているサービスを共有していこうというのが共生ビジョンの考え方の一

つとなります。そのことによって、住民サービスに関する影響を少なくしよう

とする考え方になります。 

 

村上岩船地域の一番の問題は、広すぎることだと思います。図書館や子育て

支援センターを利用するにも、都会なら電車などを利用することですぐに共有

できるが、山北などの人は、往復２時間かけてくることになります。そこが、

悩ましいところです。そうなると、子供たちは山北や朝日に親が住んでいても

村上に家を建てる。さらには、村上に仕事があっても新発田や新潟に住みたが

る。この流れは、なかなか止められないと思います。 

 

現在、新潟県は転出者数で全国ワースト３番目位となっています。その中で

も、下越エリアは非常に厳しい状況です。また、この圏域の若い人達がどこに

行くかといえば、新潟、新発田圏域に行き、新潟の人は東京に行く状況となっ

ていて、新潟で減った分をこの圏域の人が穴埋めする構図が見えて来ていま

す。 

学力や進学率が向上し大学、専門学校に進学すると就職したい職業の専門性

が高くなり、それを満たすことができる就職先は、この圏域では残念ながら少

ない状況にあります。 

 

この圏域の良さや魅力は、たくさんあると思うが、何が足りないのか。その

足りないものが何なのか明確にして対策をしていかなければならないと考え

ています。 

 

なかなか難しいところではありますが、井上委員も言われていた食材の部分

で言えば、10月からデスティネーションキャンペーンも開催されることなどか

ら、新潟県として取り組んで認知度を向上していきたいと思っています。皆さ

んからの認知度を高めていかなければならないが、今は各市町村が個別にプロ

モーションを行い競争している状況で相乗効果は望めない。そうであれば、県

全体で手を取り合ってプロモーションを行うべきだと考えています。県では、

今まであまりプロモーションを行っていなかったが、デスティネーションキャ

ンペーンを契機に取り組んでいると担当課から聞いていますので、そうした部

分で村上の強みである、食をＰＲしながら今後、交流人口から関係人口、関係

人口から移住ということを狙いながら事業を行いたいと考えています。そうい

う意味では、この定住自立圏でも関川村などと岩船米や村上牛で連携していけ

るのではないかと考えています。 

 

井上委員からご指摘のあった、この圏域の強みや弱みについて、粟島浦村の

地域おこし協力隊であった林委員からお話しを聞かせていただければと思い

ます。 

 

私は、関係人口からの移住であるため、移住する前から知り合いがいる状態

だったので、安心して移住することができました。実際、住み始めてからもお

世話になり、初めて地元から出て粟島に住んでみて、移住することは決心がい

ることだとあらためて思いました。全然知らないところへ移住することは、ハ

ードルが高く、協力してくれる人などができれば、移住しやすいと思います。

今は、島の中の若い人は移住してきた人のほうが多い状態になっていて、若い
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事務局 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

鈴木委員 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副会長 

 

事務局 

人や移住者の中で交流があります。 

 

今回、変更の提案させていただいている地域連携部分については、地域おこ

し協力隊や林委員のように移住した方など、この圏域に住んでいなかった方の

目線も取り入れながら事業内容を検討したいと考えています。 

 

予算化の予定は、どうなっていますか。 

 

現時点では、予算化はされていません。 

 

資料では、地域おこし協力隊・移住者等という文言になっているが、地域の

中の若い人を含めた取組となるのか、それとも、まったく外から来た人だけで

取組を行うのですか。 

 

これから検討していくことになりますが、地域内外の意見を取り入れること

が当然だと考えています。 

 

すでに、同じようなことを市から都岐沙羅パートナーズセンターで委託を受

けていますが、どうなるのですか。 

 

会長の発言のとおり、すでに都岐沙羅パートナーズセンターで取り組んでい

ただいているので、新たにというより今実施しているものを基本として、市と

しての関わり方を検討し、協力していただくことになると思います。今後は、

予算措置の必要性も出てくると思いますので検討したいと思います。 

 

ほかにございませんでしょうか。 

無いようでありますので、以上で議事を終了させていただき、議長を退任さ

せていただきます。ありがとうございました。 

 

７．その他 

それでは、次第の７．その他について事務局より連絡させていただきます。 

本審議会は、会議内容を公開することとなっております。従いまして、会議

資料や会議録を公開させていただきます。 

また、会議録については、公開前に委員の皆様に発言内容を確認いただきま

すので、よろしくお願いします。 

 

委員の皆様から何かございますでしょうか。 

 

無いようであれば、最後に閉会の挨拶を佐々木副会長にお願いします。 

 

（佐々木副会長あいさつ） 

 

８．閉会 

ありがとうございました。 

以上を持ちまして、第１回村上岩船定住自立圏共生ビジョン審議会を終了し

ます。 

本日は、大変ありがとうございました。 

以上 

 


